
機密性２ 

地震影響の有無関係 
○１号機ＩＣ（Ｂ） 
・地震発生直後に自動起動し一旦停止した以降、一度もＢ系の起動を試みてい

ないがその理由は。（津波到達以降もＡ系だけしか起動を試みていない） 
・ＩＣ起動との関係で運転員が現場に入っているが、どのような作業をしてい

たのか。 
・弁開した際、「蒸気発生を確認」としているが、具体的に現場でどのような

状況を確認していたのか。 
 
○１号機ＣＣＳ 
・ＩＣで水位・圧力を維持し、原子炉を冷却し続ければＳＲＶが作動すること

はないにもかかわらず、ＣＣＳを起動し、当時２０℃程度であったＳ／Ｃを

冷却した理由は。 
 
○３号機ＨＰＣＩ 
・自動起動以降、具体的にどのような操作を行っていたのか。 
・なぜ水位レベルを高い位置に上げて維持せず、低い水位レベルのままとなる

よう起動初期の段階から流量を絞ったのか。 
・ＨＰＣＩ停止後にＲ／Ｂに入った際、ＲＣＩＣ室にたどり着くまでの建屋内

はどのような状況であったか。 
 
 
 


